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第
６
回
は
、九
州
森
林
管
理
局
管
内
の
お

薦
め
の
国
有
林
を
紹
介
し
ま
す
。

　

九
州
局
管
内
で
は
、12
箇
所
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
が「
日
本
美
し
の
森　

お

薦
め
国
有
林
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、ご
紹
介
す
る
向
坂
山
野
外
ス
ポ
ー

ツ
地
域
は
、九
州
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
称
さ
れ
る

宮
崎
県
北
西
部
、熊
本
県
と
の
県
境
の
峰
々

に
位
置
す
る
日
本
最
南
端
の
五
ヶ
瀬
ハ
イ
ラ

ン
ド
ス
キ
ー
場
で
す
。

　

標
高
１
，６
１
０
ｍ
、標
高
差
１
９
０
ｍ
の

最
延
長
１
，０
０
０
ｍ
を
含
め
３
コ
ー
ス
の

ゲ
レ
ン
デ
が
あ
り
、初
～
上
級
者
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。晴
天
時
に
望
め
る
阿
蘇
五

岳
、く
じ
ゅ
う
連
山
な
ど
九
州
山
地
の
大
パ

ノ
ラ
マ（
今
年
６
月
に
登
録
さ
れ
た「
祖そ

ぼ母
・

傾
か
た
む
き・
大お
お
く
え崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」の
霊
峰

を
含
む
）や
、朝
一
番
の
眼
下
に
広
が
る
谷
間

の
大
雲
海
に
、心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

　

近
く
に
は
、平
家
の
落
人
が
宮
崎
県
の
椎

葉
に
逃
れ
た
道
や
西
南
の
役
で
西
郷
軍
が
政

府
に
追
わ
れ
た
歩
道
が
史
跡
と
し
て
残
っ
て

お
り
、歴
史
を
感
じ
な
が
ら
歩
け
ば
、春
に
は

ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の
芽
吹
き
、夏
に
は
ヤ
マ

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
花
、秋
に
は
色
鮮
や
か
な
紅

葉
が
楽
し
め
ま
す
。

〜 

向む
こ
う
さ
か
や
ま

坂
山
野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域

　〈
五ご

か

せ

ヶ
瀬
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
〉 （
　
　
　
　  

）〜

「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」の
ご
紹
介
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08 Topics 01　各地でいろいろな 「木づかい」が行われています ～木づかい推進月間を中心とした取組～

10 がんばる市町村　那
な か ち ょ う

賀町林業の成長産業化を目指して　～徳島県 那賀町～

12  各地の森林から　

14 Topics 02　Forest Good 2017　～間伐・間伐材利用コンクール～

16 国有林野事業の取組　伐採と造林の一貫作業システムの取組について

18 Topics 03　「わたしの美しの森」フォトコンテスト開催

19 みどりの女神が行く！

宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町

（表紙の説明）
作品名：泰然自若 巨大アカガシ　作者：森下嘉晴（四国森林管理局 安芸森林管理署）
作品の説明：平成29年度第71回高知県展入選作品。アカガシの古木が群生し、ヒメ
シャラやモミ・ツガ・天然ヒノキと相まって、趣のある森林風景を醸し出している。
春にはシャクナゲや新緑、秋には紅葉、季節を問わず地元民から愛されている森で
ある。（高知県 久保山国有林）

【アクセス】
車で、福岡市から約２時間 20 分（九州自動車道～国道 445 号～国道 218 号～国道 265 号）、大分市から約３時間（国道
10 号～国道 218 号～国道 265 号）、熊本市から約１時間 30 分（国道 445 号～国道 265 号）、宮崎市から約２時間 30 分

（東九州自動車道～国道 218 号～国道 265 号）、鹿児島市からは約３時間 20 分（九州自動車道～国道 218 号～国道 265 号）
【施設等】
750台収容の駐車場を完備
当スキー場では、ウェアから道具までレンタルをしています。（パーキングセンター）
お問合せは、五ヶ瀬ハイランドスキー場　TEL0982-83-2144

　森林づくりを国民みんなで支えるため
の森林環境税（仮称）の検討が進んでい
る中、林野庁では、間伐など森林の手入
れの重要性を伝える動画「聴いてみて、
森林の声」を作成しました。以下の QR
コードを読み込んで頂ければ、動画が
見られます。ぜひ、ご覧下さい。（2017
ミス日本みどりの女神、林野庁長官出演）

動画を作成しました
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森林資源の
新たなマテリアル利用

CNF配合の不織布マスク（開発中）
協力：㈱ゼタ

CNF配合塗料
協力：玄々化学工業㈱

未塗装板 塗装板

改質リグニン ガスケット
（配管接続緩衝材）
資料：ジャパンマテックス社

トレファクション
ペレット燃料

トレファクション
（半炭化）チップ

ストーブ

トレファクションチップで
被覆した花壇

協力：㈱グリーバル
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日
本
の
森
林
資
源
は
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
が
本
格
的
な
利
用
期
を

迎
え
、
木
材
の
需
要
面
で
は
、
住
宅
用
等
従
来
の
需
要
に
加
え
て
、
公
共
建

築
物
等
非
住
宅
分
野
で
の
利
用
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
が

進
ん
で
お
り
、
国
産
材
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
需
要

に
応
じ
た
安
定
的
な
原
木
の
供
給
体
制
が
十
分
に
構
築
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
に
よ
り
、森
林
資
源
が
必
ず
し
も
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
平
成
28
年
５
月
に
策
定
さ
れ
た
、
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
で
は
、

資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
、
原
木
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
、
木
材
産
業
の
競
争
力
強
化
と
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
に
向
け
た
取

組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
を

通
じ
て
地
方
創
生
へ
の
寄
与
を
図
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生

物
多
様
性
保
全
へ
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
９
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
基
本
計
画
」

に
お
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
は
持
続
的
に
再
生
可
能
な
資
源
で
あ
り
、
バ
イ

オ
マ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
製
品
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
農
山
漁
村

の
活
性
化
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
循
環
型
社
会
の
形
成
と
い
っ
た
課
題
の

解
決
に
寄
与
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
来
か
ら
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
は
、
製
紙
、
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー

ド
等
の
木
質
系
材
料
や
薪
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
開
始
さ

れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の
稼
働
が
本
格
化
す
る
な
ど
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
木
材
の
構
成
成
分
の
う
ち
、
40
％
～
50
％
を
占
め
る
セ
ル
ロ
ー

ス
や
、
25
％
～
35
％
を
占
め
る
リ
グ
ニ
ン
は
、
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
（
素
材
）

に
変
換
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
成
分
と
し
て
注
目
さ
れ
、
木
材
需
要

の
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
林
野
庁
は
、
こ
う
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
新
た
な
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
に

向
け
た
技
術
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
特
集
で
は
、
進
展
す
る
技

術
開
発
の
中
で
も
森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
の
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

森林資源

（用語解説） バイオマスとは、動植物に由来する有機物である資源（化石資源を除く。）。
 セルロースナノファイバーとは、セルロースをナノ（100 万分の１㎜）レベルまでほぐした素材。

新しい素材から
魅力のある製品

セルロース
ナノファイバー
含有ポリプロピレン
コンパウンド

（協力：㈱トクラス）

改質リグニン 木材の構成成分

微量成分
数％

ヘミ
セルロース
20～ 25％

リグニン
25～ 35％

セルロース
40～ 50％
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森林資源の新たなマテリアル利用
　

セ
ル
ロ
ー
ス
は
、
木
質
資
源
か
ら
パ
ル
プ
と
し
て
取
り
出

さ
れ
、
主
に
紙
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と
て
も
身
近
な
材

料
で
す
。
パ
ル
プ
は
、
木
材
か
ら
、
残
り
二
つ
の
構
成
成
分

で
あ
る
リ
グ
ニ
ン
と
ヘ
ミ
セ
ル
ロ
ー
ス
を
除
い
て
つ
く
り
ま

す
が
、
漂
白
す
る
前
に
は
ま
だ
リ
グ
ニ
ン
に
由
来
す
る
色
が

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
未
漂
白
パ
ル
プ
か
ら
様
々
な
方
法
で

リ
グ
ニ
ン
を
除
去
し
、
漂
白
パ
ル
プ
（
写
真
１
）
の
繊
維
を

極
限
ま
で
ば
ら
ば
ら
に
ほ
ぐ
し
た
も
の
が
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）
で
す
。
軽
く
て
丈
夫
、
表
面
積
が

大
き
く
粘
性
が
高
い
な
ど
の
特
徴
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
る

た
め
に
、
新
し
い
素
材
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
製
造
方
法
に
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
を
化
学
処
理
に

よ
っ
て
改
変
し
て
ナ
ノ
化
※
す
る
方
法
と
、
そ
の
ま
ま
の
形

で
ナ
ノ
化
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
作

ら
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
性
質
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
森
林
総
研
で
は
、
後
者
の
方
法
を
用
い
て
、
各
地
域
の

身
近
に
あ
る
木
質
資
源
か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
作
り
出
し
、
そ
の
地

域
の
特
色
あ
る
製
品
づ
く
り
に
利
用
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
の
取
組
と
し
て
は
、
中
山
間
地
域
で
簡
便
に
Ｃ
Ｎ

Ｆ
を
製
造
す
る
た
め
の
一
貫
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
（
写
真

２
）
と
、
製
造
し
た
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
用
途
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
貫
製
造
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
ス
ギ
な
ど
の
国
産
材
チ
ッ
プ
か

ら
パ
ル
プ
を
中
小
規
模
で
製
造
し
、
酵
素
の
働
き
を
利
用
し

て
セ
ル
ロ
ー
ス
を
ナ
ノ
化
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
く

抑
え
、
汎
用
的
な
湿
式
粉
砕
機
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｎ
Ｆ
を
製
造
し

ま
す
。
こ
の
酵
素
・
湿
式
法
で
製
造
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｆ
は
、
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
な
ど
の
樹
脂
と
均
一
に
混
合
し
て
強
度
を
上
昇

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
水
性
塗
料
と
合
わ
せ
て

使
う
こ
と
に
よ
り
、
塗
料
の
水
や
光
に
対
す
る
耐
性
を
高
く

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
写
真
３
）。
こ
う
し
た
性
質
を
生

か
し
た
用
途
開
発
に
企
業
と
の
連
携
で
取
り
組
み
、
地
域
の

特
色
あ
る
木
質
資
源
か
ら
製
造
さ
れ
た
Ｃ
Ｎ
Ｆ
製
品
の
製
造

に
つ
な
げ
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

※
ナ
ノ
化
と
は
、
１
０
０
万
分
の
１
㎜
単
位
ま
で
細
か
く
す
る
こ
と
を
い
う
。

地
域
材
か
ら
の
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
製
造

森
林
資
源
化
学
研
究
領
域　

糖
質
資
源
担
当
チ
ー
ム
長　
　

下
川 

知
子

ナノ化

酵素処理

パルプ化
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（写真１）木材から白い漂白パルプとしてセルロースを取り出す

セルロースナノファイバー製造技術実証施設

蒸解装置

酵素反応槽

湿式粉砕機
チップ

CNF 配合塗料
無塗装

未漂白パルプ 漂白パルプ

CNF 懸濁液

（写真２）CNF の一貫製造プロセス

（写真３）CNF を配合した
内装用塗料による塗装例



セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー（
Ｃ
Ｎ
Ｆ
）の

効
果
的
な
利
用
に
向
け
た
特
性
評
価

森
林
資
源
化
学
研
究
領
域　

研
究
専
門
員　

林 

徳
子

　

私
た
ち
森
林
総
合
研
究
所
は
、
平
成
22
年
度
以
来
新
材
料
と
し
て
多
様
な

応
用
が
期
待
さ
れ
る
Ｃ
Ｎ
Ｆ
※
１
に
つ
い
て
、
原
料
か
ら
最
終
製
品
ま
で
の

一
貫
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
度
に
新
た

な
テ
ー
マ
と
し
て
、「
高
機
能
な
Ｃ
Ｎ
Ｆ
製
品
に
最
適
な
原
料
の
特
性
評
価
・

解
析
（
図
１
、
木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス
の
効
果
的
利
用
に
向
け
た
特
性
評
価
）」

に
つ
い
て
、
第
一
工
業
製
薬
㈱
、
㈱
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
、
三
菱
鉛
筆
㈱
、
京
都

工
芸
繊
維
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
東
京
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
の
森
林
に
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
、
シ

ラ
カ
ン
バ
等
の
広
葉
樹
、
タ
ケ
等
様
々
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ
Ｎ
Ｆ
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
ア
ル
カ
リ
処
理
し
て
細
胞
レ
ベ
ル
ま
で
ほ

ぐ
し
て
パ
ル
プ
を
作
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
物
理
処
理
や
化
学
処
理
に
よ
り

ミ
ク
ロ
フ
ィ
ブ
リ
ル
と
呼
ば
れ
る
ナ
ノ
サ
イ
ズ
※
２
の
構
成
単
位
に
ま
で
ほ

ぐ
し
て
作
り
ま
す
（
図
２
）。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
樹
種
や
樹
木
中
の
部
位

に
よ
り
密
度
や
化
学
組
成
な
ど
の
特
性
が
異
な
る
た
め
、
得
ら
れ
る
パ
ル

プ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
化
学
処
理
で
得
ら
れ
る
Ｃ
Ｎ
Ｆ
と

物
理
的
に
破
砕
し
て
作
る
Ｃ
Ｎ
Ｆ
と
で
は
、
ほ
ぐ
れ
方
が
全
く
違
い
ま
す
。

一
方
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
利
用
目
的
に
応
じ
て
、
強
度
を
求
め
る
場
合
、
粘
性
を

求
め
る
場
合
、
透
明
性
を
求
め
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
で
違
う
性
質

の
Ｃ
Ｎ
Ｆ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
パ
ル

プ
化
・
Ｃ
Ｎ
Ｆ
化
し
、
ど
の
よ
う
な
原
料
か
ら
作
っ
た
ど
の
よ
う
な
Ｃ
Ｎ
Ｆ

が
、
増
粘
剤
、
イ
ン
ク
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
補
強
材
等
に
適
す
る
か
を
評
価
し
、

そ
の
情
報
を
公
開
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
製
造
・
利
用
メ
ー

カ
ー
が
用
途
に
応
じ
た
原
料
や
製
造
方
法
を
効
率
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１ 

Ｃ
Ｎ
Ｆ
と
は
、
セ
ル
ロ
ー
ス
を
ナ
ノ
（
１
０
０
万
分
の
１
㎜
）
レ
ベ
ル
ま
で
ほ
ぐ
し
た
セ
ル
ロ
ー

ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
略
称

※
２ 

ナ
ノ
サ
イ
ズ
は
、
１
０
０
万
分
の
１
㎜
サ
イ
ズ
。

※
３ 

ミ
ク
ロ
ン
は
、
１
０
０
０
分
の
１
㎜
サ
イ
ズ
。
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図 1　非可食性植物由来化学品製造プロセス技術開発のプロジェクト全体像（ＮＥＤＯ　ＨＰより）

図 2　木質バイオマス利用におけるサイズ感

・建材
・内装材

・紙
・容器

新素材

メートルオーダー

細
胞
単
位
に
ほ
ぐ
す
（
パ
ル
プ
）

ミ
ク
ロ
フ
ィ
ブ
リ
ル
単
位
に
ほ
ぐ
す

（
ナ
ノ
）

ミクロンオーダー ナノメートルオーダー

木　材 パルプ
セルロース
ナノファイバー



森林資源の新たなマテリアル利用
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
薪
、チ
ッ
プ
、ペ
レ
ッ

ト
等
に
加
工
し
て
、熱
供
給
や
発
電
用
の

燃
料
と
し
て
利
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、さ
ら
に
使
い
や
す

く
す
る
技
術
と
し
て
ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン 

(torrefaction)

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
と
は
一
般
的
に
は

「
焙
煎
」を
意
味
し
ま
す
が
、森
林
総
合
研
究

所
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、２
５
０
～

３
０
０
℃
前
後
で
の「
低
温
炭
化（
半
炭
化
）」

で
す
。ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
低
い
温
度
で

炭
化
さ
せ
る
た
め
、熱
に
よ
る
木
材
の
分
解

を
抑
え
な
が
ら
、発
熱
量
、耐
水
性
、粉
砕
性

を
向
上
さ
せ
、さ
ら
に
ペ
レ
ッ
ト
状
に
圧
縮

成
型
で
き
る
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
を
高
め
ら

れ
る
）点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。ま
た
国
際
的

に
もISO

/TS 17225-8

※

に
主
な
仕
様
が

示
さ
れ
る
な
ど
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

森
林
総
合
研
究
所
は
、平
成
25
～
28
年
度

の
林
野
庁
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
加
工
・
利
用
シ

木
を
焙ほ
う
じ
る
「
ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
」
で

高
性
能
な
木
質
固
形
燃
料
を
つ
く
る

木
材
加
工
・
特
性
研
究
領
域　

木
材
乾
燥
研
究
室
長　

吉
田 

貴
紘

ス
テ
ム
開
発
事
業
の
下
、 

㈱
ア
ク
ト
リ
ー
、三

洋
貿
易
㈱
と
共
同
で
ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
燃

料
を
製
造
す
る
国
内
初
の
実
証
プ
ラ
ン
ト

（
写
真
２
）を
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
に
建
設
し
、

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、生
の
ス

ギ
木
材
チ
ッ
プ
か
ら
ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
燃

料
の
製
造
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、装

置
の
改
良
に
よ
る
運
転
の
自
動
化
・
省

力
化
を
行
い
、地
域
の
事
業
体
が
運
用

可
能
な
ま
で
に
プ
ラ
ン
ト
の
完
成
度

を
高
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
燃
料
の
用

途
に
は
石
炭
混
焼
発
電
等
の
大
規
模
利
用
が

考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、本
事
業
で
は
小

規
模
熱
利
用
と
し
て
施
設
園
芸
、家
屋
暖
房

等
で
の
利
用
実
証
を
行
い
（
写
真
３
）、ト
レ

フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
燃
料
が
燃
焼
性
や
保
管
性
に

優
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。ま
た

腐
朽
の
し
に
く
さ
か
ら
屋
内
緑
化
の
被
覆
材

に
、保
管
・
携
帯
の
し
や
す
さ
か
ら
ア
ウ
ト
ド

ア
や
防
災
燃
料
に
も
利
用
が
可
能
で
す
。「
ト

レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
」技
術
は
、山
村
地
域
に
眠

る
未
利
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
高
性
能
燃
料
に
加
工
す
る

「
次
世
代
の
炭
焼
き
」技
術
と
し
て
地
産
地
消

や
地
域
活
性
化
へ
の
寄
与
が
期
待
で
き
ま
す

（
図
１
）。

※ IS
O

17225

は
バ
イ
オ
マ
ス
固
形
燃
料
の
国
際
規
格
。
第

８
部
ま
で
分
類
さ
れ
、第
１
～
７
部
に
薪
、チ
ッ
プ
、ペ
レ
ッ

ト
等
の
仕
様
を
正
式
に
定
め
て
い
る
。
第
８
部
（17225-8

　

等
級
別
熱
処
理
圧
縮
バ
イ
オ
燃
料
）
は
正
式
規
格
へ
向

け
て
審
議
中
で
、
現
在
は
そ
の
前
段
階
の
技
術
仕
様
書
（
Ｔ

Ｓ
）
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
写
真
２
）

ト
レ
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
燃
料
製
造
実
証
プ
ラ
ン
ト

（
写
真
１
）
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
（
上
）
と
ト
レ
フ
ァ

ク
シ
ョ
ン
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
（
下
）

（写真３）
施設園芸用温風器での燃焼試験（協力 ㈱相愛）

図１　トレファクション燃料の地産地消利用の例

トレファクション
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腐りやすい

木質バイオマス

高火力
疎水性
耐朽性など

チップとして利用 高密度固形燃料化

マテリアル用

耐朽性、疎水性を
生かし、屋内外で
被覆材などとし
て利用が期待で
きます。

トレファクション
チップ

屋内外緑化用被覆材

カスケード利用

トレファクション
ペレット

高火力や保管性に優
れる特徴を生かし、
アウトドア用携帯燃
料、 災 害 時 の 調 理、
暖房などの多様な活
用が期待されます。

エネルギー用
暖房、給湯、ア
ウトドア、調理、
防災用など

アウトドア防災用 調理用 家庭用暖房 農業用施設暖房

次世代炭
焼き 機能を

プラス！

園芸用など

形が狂いやすい

火力が低い

吸水しやすい



各地でいろいろな
「木づかい」が行われています

～木づかい推進月間を中心とした取組～

TOPICS

01

　木を使うことは、みなさんの暮らしにもお住いの地域の環境にも多くのメリットがあります。そのことを多
くの方々に知っていただき、木材の利用を拡大していくための国民運動として、林野庁では、「木づかい運動」
を展開しています。毎年 10 月の「木づかい推進月間」を中心に、各地域で様々な取組が行われていますので、
ここではその一部を御紹介します。

　
　
木
育
参
観
授
業

　

10
月
６
日
に
、
徳
島
県
の
徳
島
文
理
小
学

校
で
、
木
材
会
社
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た

「W
ood Action Tokushim

a

」
に
よ
り
、
３

年
生
58
名
の
生
徒
を
対
象
に
木
育
参
観
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
で
50
～
60
年
育
て
ら

れ
た
木
で
家
や
家
具
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
、
木
材
利
用
技
術
の
紹
介
な
ど
の
木
育
授

業
の
後
、「
箸
づ
く
り
体
験
」、「
木
の
塗
り

壁
体
験
」、「
つ
み
き
知
育
遊
び
」
を
体
験
し

ま
し
た
。
子
供
達
は
木
の
香
り
や
、
つ
る
つ

る
し
た
感
触
に
大
喜
び
し
な
が
ら
、
体
験
や

知
育
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　「
木
に
な
る
紙
」
の
出
展

　

10
月
17
日
～
19
日
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、（
一
社
）
木
に
な

る
紙
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
「
木
に
な
る
紙
」

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。「
木
に
な
る
紙
」
は
、

間
伐
材
を
原
料
の
一
部
に
使
用
し
、
売
上
げ

の
一
部
が
森
林
づ
く
り
に
還
元
さ
れ
る
仕
組

み
が
特
徴
で
す
。
製
造
業
や
流
通
・
販
売
業

者
３
万
人
近
く
が
入
場
し
、「
木
に
な
る
紙
」

の
ブ
ー
ス
に
は
、
地
域
の
間
伐
材
を
使
っ
た

間
伐
紙
の
製
造
や
還
元
金
の
仕
組
み
に
つ
い

て
多
く
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
購

入
契
約
も
そ
の
場
で
成

立
し
た
そ
う
で
す
。

びわ湖環境ビジネスメッセ 2017 への「木になる紙」の
ブース出展（長浜バイオ大学ドーム）

▼箸づくり体験

▲つみき知育遊び

「Wood Action Tokushima」による木育参観授業（徳島文理小学校）

ウッドデザイン賞展示（木と住まいの大博覧会（京都））

1

２
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木
づ
か
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
高
山

　
　
こ
ん
な
木
づ
か
い
、
あ
ん
な
木
づ
か
い

　
　
～
国
産
材
を
使
う
と
い
う
こ
と
～

　

９
月
９
日
、
多
く
の
家
具
バ
イ
ヤ
ー
や
デ

ザ
イ
ン
学
校
の
生
徒
が
参
加
の
下
、
岐
阜
県

高
山
市
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
：（
特
非
）

活
木
活
木
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
木
づ
か

い
、
木
で
未
来
を
創
る
」
で
は
、
安
藤
直
人

東
京
大
学
名
誉
教
授
よ
り
、
法
隆
寺
等
の
日

本
の
伝
統
で
あ
る
「
木
の
文
化
」
と
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
等
の
新
た
な
技
術
で
あ
る
「
木
の
文
明
」

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ
る
と
い
っ
た
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

　
　
木
づ
か
い
セ
ミ
ナ
ー

　
　
～
木
を
知
り
、
木
を
楽
し
む
～

　

10
月
28
日
に
は
愛
知
県
で
セ
ミ
ナ
ー
（
主

催
：（
特
非
）
活
木
活
木
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
の
基
調
講
演「
木

の
香
り
と
健
康
」
で
は
、
東
京
大
学
名
誉
教

授
の
谷
田
貝
光
克
氏
よ
り
、
木
の
香
り
に
含

ま
れ
る
物
質
α
ー
ピ
ネ
ン
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
産
湯
に
木
製
品
を
使
う

と
大
人
に
な
っ
て
も
そ
の
香
り
を
思
い
出
す

と
い
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
山
と
木
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
分

野
で
活
躍
す
る
方
々
か
ら
事
例
紹
介
が
あ

り
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
材
料
で
制
作

し
た
誕
生
祝
い
品
の
贈
呈
を
行
う
「
ウ
ッ
ド

ス
タ
ー
ト
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
『
東
京
お

も
ち
ゃ
美
術
館
』
の
馬
場
清
氏
か
ら
は
、
各

地
で
の
木
育
の
取
組
は
単
に
木
を
利
用
す
る

だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観

を
変
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

銀
座
の
和
菓
子
店
『
銀
座
か
ず
や
』
の
創

業
者
で
あ
る
古
関
あ
さ
珠
氏
か
ら
は
、
樹
齢

２
０
０
年
の
「
ゆ
ず
」
の
木
と
の
出
会
い
、

そ
の
実
を
使
い
、
障
が
い 

を
持
っ
た
方
々
と

一
緒
に
加
工
す
る
取
組
を
行
っ
た
こ
と
、
ゆ

ず
の
豊
作
の
年
に
は
５
万
個
の
お
菓
子
を
売

り
切
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、
森
の

恵
み
に
手
を
加
え
る
こ
と
で
経
済
が
循
環
す

る
と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
国
際
航
業
㈱
』
の
加
藤
哲
氏
か
ら

伝
統
的
な
組
木
技
術
を
使
っ
た
家
具
や
も
の

づ
く
り
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
職
人
た
ち
の
交
流

の
場
の
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
『
㈱
飛
騨

の
森
で
ク
マ
は
踊
る
』
の
諏
訪
光
洋
氏
、
資

源
量
が
多
い
も
の
の
家
具
へ
の
利
用
は
ま
だ

少
な
い
ス
ギ
材
の
圧
縮
加
工
に
よ
る
家
具
の

製
造
等
に
取
り
組
む
『
飛
騨
産
業
㈱
』
の
岡

田
贊
三
氏
、
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ

ン
を
手
が
け
、
武
蔵
野
美
術
大
学
空
間
演
出

デ
ザ
イ
ン
学
科
特
任
教
授
で
も
あ
る
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
『
イ
ガ
ラ
シ
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
』

の
五
十
嵐
久
枝
氏
の
３
名
に
安
藤
氏
を
交

え
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
木
材
は
本
来
、
幅
広
い
使
い
方
の
で
き
る

優
秀
な
材
料
で
あ
る
が
、
燃
え
や
す
い
の
で

は
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
強
調
さ
れ

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
木
は
古
い
材
料
の

よ
う
に
言
わ
れ
る
が
、
実
は
最
先
端
」
と
い

う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
と
に
か
く

木
を
使
え
ば
よ
い
、
全
て
木
材
、
そ
れ
も
無

垢
材
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
や

空
間
全
体
を
考
え
た
利
用
、
圧
縮
材
の
活
用
、

荷
重
の
か
か
る
椅
子
の
足
に
は
ス
チ
ー
ル
を

使
う
、
場
合
に
よ
っ
て
は
モ
ル
タ
ル
で
不
足

部
分
を
補
う
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
の
良

い
部
分
を
活
か
す
使
い
方
も
大
事
で
は
」
と

い
っ
た
意
見
が
各
方
面
か
ら
出
ま
し
た
。
話

題
は
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ
る
材
木
店
等
を

始
め
と
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

の
連
携
の
難
し
さ
に
も
及
び
、
ま
だ
ま
だ
聞

き
足
り
な
い
と
い
っ
た
会
場
の
雰
囲
気
の
中
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

は
、
山
の
所
有
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
、
森

林
の
資
源
量
な
ど
の
情
報
が
皆
が
使
え
る
状
況

に
な
っ
て
い
な
い
、と
い
っ
た
現
状
を
踏
ま
え
、

山
に
ど
の
く
ら
い
の
材
が
あ
り
、
ど
ん
な
地
形

に
な
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
客
観
的
な
デ
ー
タ

を
整
備
す
る
こ
と
の
必
要
性
や
、
整
備
の
た
め

の
ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
取
組
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
井
上
裕
依
子
氏
（
井
上
電
設
㈱
）

の
進
行
に
よ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
木
造
の
家
に
住
ん
で
い
ま
す

か
と
い
う
、
パ
ネ
リ
ス
ト
へ
の
質
問
に
、
会

場
内
が
湧
く
シ
ー
ン
も
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、

足
を
止
め
て
聞
き
入
っ
て
い
る
人
々
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

ウッドワンダーランド 2017 会場内で開催された木づかいセミナー（ポートメッセなごや）

2017 飛騨の家具フェスティバルと同時開催された木づかいシンポジウム
（飛騨・世界生活文化センター 食遊館 B1 階 大会議室）

３

４
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那
賀
町
の
森
林･

林
業

　
那
賀
町
は
徳
島
県
の
南
部
に
位
置
し
、
西

か
ら
東
へ
流
れ
る
那
賀
川
を
跨
ぐ
よ
う
に
集

落
が
点
在
す
る
急
峻
な
森
林
に
囲
ま
れ
た
町

で
す
。
古
く
か
ら
ス
ギ
を
主
と
し
た
林
業
生

産
活
動
が
盛
ん
で
、
全
国
的
に
「
木き
と
う頭
林
業
」

と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
林
業
が
地
域
の
基
幹

産
業
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
森
林
面
積
は
約
６
６
，
０
０
０
ha
で

あ
り
、
町
面
積
の
95
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
約
４
６
，
０
０
０
ha
が
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
人
工
林
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
資
源

量
は
２
，
４
０
０
万
㎥
に
達
し
て
い
ま
す
。

那
賀
町
林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定

　
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
は
、
木
材
価

格
が
高
値
に
推
移
し
、
当
町
で
は
素
材
生
産

量
が
年
間
20
万
㎥
を
超
え
る
な
ど
、
主
力
産

業
と
し
て
町
内
経
済
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
期
に
渡
る
木
材
価
格
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
、
平
成
17
年
に
は
、
素
材

生
産
量
が
約
５
万
㎥
／
年 

に
ま
で
落
ち
込

み
、
加
え
て
林
業
労
働
者
が
１
３
９
名
に
ま

で
減
少
す
る
な
ど
、
林
業
の
存
続
が
危
惧
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
木

頭
林
業
の
再
生
」
を
目
標
に
掲
げ
、
平
成
23

年
に
「
那
賀
町
林
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
翌
年
に
は
林
業
振
興

課
内
に
森
林
管
理
の
専
門
組
織
を
立
ち
上

げ
、
森
林
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
豊
富

な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
図
る

た
め
の
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
さ

ら
に
平
成
28
年
に
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
実
現
す
る
拠
点
と
し
て
、
那
賀
町
林
業

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
な
ど
林
業

を
中
心
と
し
た
地
域
連
携
を
進
め
、
町
全
体

の
活
性
化
・
地
域
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま

徳島県

那賀町

林業従事者数と素材生産量の推移

スギ・ヒノキ人工林齢級別面積及び蓄積量

面積 約69,000ha
　林野面積 約66,000ha
　うち私有林 約51,000ha
　私有林率 約77%

那な

賀か

町ち
ょ
う

林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
て

～
徳
島
県
那な

賀か

町ち
ょ
う

～

１

2

那賀町の森林
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す
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
か
ら
今
年
で

６
年
目
を
迎
え
、
50
年
生
を
超
え
る
ス
ギ･

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
面
積
は
１
４
，
５
３
４

ha
か
ら
２
１
，
１
０
１
ha
と
約
１・
５
倍
、

資
源
量
に
至
っ
て
は
約
２・
１
倍
（
１
３
，

３
１
１
千
㎥
）
に
増
加
す
る
な
ど
、
那
賀
町

の
森
林･

林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
変
化
に

伴
い
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
目
指
し
た
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
項
目
の
再
構
築
と
拡
充

･

強
化
を
図
り
、
取
組
を
更
に
加
速
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

起
業
化
と
人
材
養
成
の
促
進

　
昨
年
、
町
内
に
あ
る
那
賀
高
校
に
森
林
ク

リ
エ
イ
ト
科
が
新
設
さ
れ
、
高
校
生
へ
の
林

業
機
械
実
習
や
段
階
的
な
技
術
向
上
な
ど
を

支
援
し
、
地
元
就
業
へ
繋
げ
る
と
と
も
に
、

町
内
の
中
学
生
に
対
し
て
は
、
林
業
体
験
学

習
な
ど
森
林
・
林
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
森

林
ク
リ
エ
イ
ト
科
進
学
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
内
外
一
般
者
を
対
象

と
し
た
「
リ
ア
ル
林
業
体
感
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」

を
開
催
し
、
立
木
の
伐
採
や
高
性
能
林
業
機

械
の
操
作
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
ま
で
に
３
回
開
催
さ
れ
、
い
ま
ま
で
参
加

さ
れ
た
36
名
の
う
ち
、
実
際
に
４
名
が
事
業

体
等
へ
就
業
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
将
来
的

に
起
業
が
で
き
る
よ
う
、
就
業
後
も
技
術
向

上
や
儲
か
る
林
業
を
推
進
す
る
な
ど
支
援
体

制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

効
果
的
な
木
材
生
産
の
実
施

　

町
内
の
ス
ギ・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
う
ち

46
％
が
50
年
生
を
超
え
る
主
伐
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。し
か
し
、生
産
効
率
や
木
材
流
通
な

ど
の
課
題
か
ら
伐
採
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
た
め
、主
伐
に
対
応
し
た
効
率
的
な
最

新
林
業
機
械
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
検

証
等
も
行
い
、生
産
量
の
増
加
を
図
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、十
分
な
木
材
流
通･

輸
送
体
制

を
整
え
る
た
め
、サ
テ
ラ
イ
ト
中
継
土
場
の

設
置
な
ど
体
制
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
有
林
化
に
よ
る

森
林
整
備
の
推
進

　
伐
採
し
た
ら
植
え
る
林
業
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
た
め
に
は
、
事
業
地
の
確
保
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
適
切
な
森
林
整
備
を

進
め
る
た
め
に
、
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
那
賀
町
で
は
、
平
成
24
年
か
ら
森
林
境
界

の
明
確
化
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
約
６
，
６
０
０
ha
を
明
確
化
し
、
森
林

の
情
報
を
林
業
事
業
体
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
と
と
も
に
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
や

企
業
局
の
支
援
を
受
け
、
森
林
所
有
者
の
経

営
意
欲
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
売
却
希
望
の

あ
る
民
有
林
を
対
象
と
し
て
、
公
有
林
化
を

昨
年
度
ま
で
に
約
４
８
０
ha
を
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
公
有
林
周
辺
の
山
林
を
含
め
た

集
約
化
を
行
い
、
事
業
地
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
森
林
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
、
那
賀
町
の
林
業
を
横
断
的

に
集
約
し
、
産
業
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
を
進
め
な
が
ら
、
林
業
の
成
長
産
業

化
を
目
指
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
富
な

森
林
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
那
賀

町
の
森
林
整
備
や
地
域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

3

4

５

６

那賀町林業ビジネスセンター

「リアル林業体感 3DAYS」の様子

タワーヤーダによる集材

木材集材場



ヒバ林の復元を行っている人工林ヒバの伏条更新

「パイロットフォレスト」

「ヒバ林の復元」
　青森ヒバの天然林は日本三大美林の一つに数
えられ、かつては津軽半島及び下北半島に豊富に
生育していました。ヒバは写真のように巨木に生
育し、ヒバ材は古くから神社仏閣や住宅などに利
用されてきました。しかしながら、ヒバは生長が
遅く、木材として利用できるまで 100 ～ 200 年
を要するため、ヒバ林の伐採後には、成長の早い
スギやカラマツなどが植栽されたことから、現
在、ヒバの資源量は十分とは言えません。
　そこで、東北森林管理局では、平成 27 年度か
ら津軽半島及び下北半島においてヒバ林を復元
する取組を行っています。
　平成 29 年度には、ヒバ林の周辺に植栽された
スギ等の人工林のうち、天然更新したヒバの稚樹
が旺盛に生育している箇所を含む９箇所 29ha の
区域で、実際にスギ等の伐採を行い、人工林をヒ
バ林へ誘導するための手法の検証を行っていま
す。将来的には、津軽半島及び下北半島に設定し
た 15 万 ha の「ヒバ林復元推進エリア」におい
て青森ヒバ林を復元することを目指しています。
※伏条更新とは、地面に接した枝から根が出て稚樹が発生すること。

　季節毎にお送りする「各地の森林から」。今回は各地で様々な試行錯誤を繰り返し、多様な森林の
造成を行ってきた国有林の中にあって、技術開発の歴史の中から生まれた、各地の特徴的な森林づ
くりをご紹介します。

各 地 の 森 林 か ら

パイロットフォレストの紅葉

湿原部分に生息するタンチョウ

ヒバの実生 ヒバ天然林の林内の様子

　パイロットフォレストは、北海道の東部、霧
き り た っ ぷ

多布湿原と釧路湿原の間に位置する
別
べ か ん べ う し

寒辺牛湿原の周辺に広がるカラマツ人工林を主体とする、約１万ヘクタールの森林です。
　この場所は、開拓の火入れによる失火等のため、毎年のように発生した山火事により森
林が消滅し、かつては「死の荒野」とまで呼ばれた広大な原野でした。
　このような中、昭和 30 ～ 40 年代に、この地に森林を蘇らせるための大規模な森林造
成が開始されました。湿原周辺での植林作業は、湿原に車を通すための浮橋の設置や広大
な原野に繁茂するササの処理など、困難を極めました。
　このような苦労の末、約 60 年を経過した現在、パイロットフォレストは年間約１万㎥
以上の木材を生産するまでに資源として充実し、湿原部分はタンチョウが生息するなど、
野生生物の生息環境としても役割を果たしています。

森林造成のためのササ処理の様子（昭和35年）
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林分密度試験林の状況（上空からドローン撮影） 林内から見た試験地の中心試験地林内の様子

「林分密度試験林（ミステリーサークル）」
　飫

お び

肥スギで有名な宮崎県南
み な み な か

那珂地域においては、造船用材として弁甲材とい
う独特の木材を、苗木を疎に植林する施業により生産してきましたが、弁甲材
の需要減少により、一般建築用材の需要に対応するため弁甲材生産よりも密に
植林する一般材生産へと移行してきました。
　このような中、昭和 48 年度に設定されたのが、この「林分密度試験林」です。
　この試験地の森林では、疎植から密植への転換を行うため、植栽密度の違い
による成長過程や材質の変化などを実証し、飫肥スギの効率的な施業体系を
確立することを目的として、半径の異なる 10 個の同心円上の、円の中心から
10°の放射線との交点に 36 本のスギを植栽し、ha 当たりの密度が 377 本から
10,027 本となるように設定されています。
　このため、この森林を上空から見ると、同心円状に樹幹が広がっていて「ミ
ステリーサークル」の様に見えると話題になっています。
※上空からの画像は Google earth の検索ボックスに下記の位置情報を入れて頂くとご覧になれます。
　31°43′50″N　131°23′05″E

「コウヤマキ人工林」
　広島市中心部から西へ約 40km、広島市佐伯区の恵

え げ だ に や ま

下谷山国有林ではコウヤ
マキの人工林が見られます。
  恵下谷山国有林はスギ、ヒノキを主体とした人工林であり、かつては製品事
業所を置くなど広島森林管理署における木材生産の重要拠点の一つでした。
　このような地域で、高品質材生産のために明治 31 年に植栽されたコウヤマ
キ林が約 120 年経った今もなお現存しており、全国的にも珍しいコウヤマキ
の純林を見ることができます。
　このコウヤマキ林は植栽から人手が加わっておらず、コウヤマキのほかに
ヒノキ、スギやユズリハ、サカキ、ヤブツバキ等の常緑広葉樹等が生育して
います。
　地域では希少な学術的価値を有するコウヤマキを保護するため平成２年４
月にこのコウヤマキ林を保護林に設定し、保護・管理に努めています。

コウヤマキの実生 コウヤマキ人工林（写真最奥（頂上部）がコウヤマキ）

コウヤマキ人工林の林内の様子
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Forest Good 2017
～間伐・間伐材利用コンクール～

TOPICS

02

　10 月 27 日（金）に、東京都千代田区紀尾井町にて『Forest Good 2017 ～間伐・間伐材利用
コンクール～』（主催：間伐・間伐材利用推進ネットワーク）の表彰式が開催されました。
　全国各地で行われている力のこもった製品や取組の中から「江間忠木材株式会社（東京都）」
及び「柴田農林高等学校（宮城県）」が林野庁長官賞を受賞等、計 12 団体が表彰されました。
　受賞者の方々から、間伐や間伐材利用に対する熱い想いが語られたほか、みどりの女神も応援
に駆けつけ、受賞者へのお祝いの言葉をかけるなど会場は大いに盛り上がりました。

▼受賞者一覧

製品づくり・利用部門
受賞名 団体名 製品名称 所在地

林野庁長官賞 江間忠木材 株式会社 エステックウッド 埼玉県産間伐材を利用した
外装・内装ルーバー材の利用 東京都 中央区

間伐・間伐材利用推進
ネットワーク会長賞 川村工務店 くむんだー 木のジャングルジム 滋賀県 東近江市

間伐推進中央協議会
会長賞 小田原市 間伐材を使用したキューブ型木質パネルによる

壁面木質化 神奈川県 小田原市

審査委員長奨励賞 株式会社 めいじ屋 みんなのふろいす 栃木県 鹿沼市

特別賞 日本植生 株式会社 間伐材利用植生マット 大阪府 吹田市

特別賞 中央容器 株式会社 クラシックバレル 愛知県 大府市

間伐実践・環境教育部門
受賞名 団体名 取組内容 所在地

林野庁長官賞 宮城県柴田農林高等学校 小学校の学校林における高校生による
森林学習交流会 宮城県 大河原町

間伐・間伐材利用推進
ネットワーク会長賞 城東鶴見浴場組合 間伐材を利用した桧の湯による

幼稚園児体験入浴と親子ふれあい入浴の開催 大阪府 大阪市

間伐推進中央協議会
会長賞 北都留森林組合 上野原市立島田小学校学校林整備と

森林環境教育活動 山梨県 上野原市

審査委員長奨励賞 白神森林組合 小面積の放置林を境界の明確化により間伐施業
を実施して成林に誘導する取組 秋田県 能代市

特別賞 くま中央森林組合 航空レーザ計測を活用した高精度森林情報に
基づく ICT 林業の推進 熊本県 人吉市

特別賞 一般財団法人 九電みらい財団 「くじゅう九電の森」における環境教育 福岡県 福岡市

受賞者の皆さん

みどりの女神　野中葵さん
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長官賞受賞団体の取組紹介

江間忠木材株式会社

「エステックウッド 
埼玉県産間伐材を利用した
外装・内装ルーバー※材の利用」

　埼玉県所沢市の【所沢市子どもと福祉の未来館】の

施設整備にあたり、建物の内外に埼玉県産間伐材を使

用した取組。

　エステックウッドとは、薬剤を一切使用せずに窒素

加圧加熱処理方式により木材を改質し、屋外で利用し

ても非常に腐朽しにくく、寸法安定性にも富むように

した製品。この原材料に間伐材を使用し、乳幼児も安

心して触れられる空間等を形成した。
※ルーバー…細長い板を、枠組みに隙間をあけて平行に組んだもの。

製品づくり・利用部門

外装にルーバーを使用した例

施設内の交流ひろば

宮城県柴田農林高等学校

「小学校の学校林における高校生による
森林学習交流会」

　林業を学ぶ高校生が、小学生に森林の役割や人工林

の手入れなどについて教えながら一緒に間伐作業等

を実施する取組。

　交流会では、高校生が森林に関することを紙芝居で

説明し、その後は、小学生が調理実習で用意したおに

ぎりで昼食。午後は、高校生が間伐のやり方を説明し

た上で木を伐倒し、枝払い、玉切り、集材作業を一緒

に実施。伐った木材は、小学校での木工材料や高校で

の中学校体験入学時の木工体験用の材料として活用

した。

その他、各賞の取組については、こちらの専用サイトをご覧ください！

https://www.eco-online.org/forest-good/ コンクール受賞者 -2017/
（間伐・間伐材利用推進ネットワーク事務局：NPO 法人エコロジーオンライン）

間伐実践・環境教育部門

小学生の作ったおにぎりをみんなで食べる

高校生の指導のもと間伐作業を学ぶ小学生
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署の基礎
データ

管内概要
　安芸森林管理署は、高知県の東部地
域を管轄区域とし、２市４町３村にま
たがる国有林約３万 ha を管理してい
ます。
　管内には、屋久スギ、秋田スギと
ともに我が国を代表する天然スギ

「魚
や　な　せ

梁瀬スギ」の産地があり、かつて
は伐り出した木を山から運ぶ西日本最
大の森林鉄道が活躍していました（写
真１・２）。
　今年４月には、地元中

ちゅうげい

芸５町村が申
請した「森林鉄道から日本一のゆずロードへ」が「日本遺産」の認定を受け、国有林の鉄道遺構（軌
道跡や隧道、橋梁などは国重要文化財にも指定されている）や農林資源を活かした地域興しに
取り組むなど、地域の活発な動きも見られるところです。

取 組
国有林野事業の

取 組
国有林野事業の

安芸森林管理署ＨＰアドレス：http://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/aki/index.html

所 在 地 高知県安
あ き

芸市川
かわきたおつ

北乙 1773 －６

区 域 面 積 112,898ha
う ち 森 林 面 積 100,585ha
国 有 林 30,497ha（国有林率 30％）

管轄区の関係市町村 2 市 4 町 3 村　室戸市、安芸市、東洋町、
奈半利町、田野町、安田町、北川村、馬路村、芸西村

　

管
内
は
、
豊
富
な
雨
量
と
温
暖
な
気
候
の

お
か
げ
で
良
質
な
ス
ギ
が
生
育
し
て
お
り
、

国
有
林
に
お
い
て
も
約
77
％
が
ス
ギ
を
主
体

と
し
た
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
有
林
が
所
在
す
る
奥
山
地
帯
は
、
地
形
が

極
め
て
急
峻
で
、
地
質
も
脆
く
、
豪
雨
災
害

が
多
い
地
域
で
あ
り
、
現
在
も
架
線
に
よ
る

集
材
作
業
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

管
内
の
森
林
資
源
は
、多
く
が
主
伐
期
を
迎

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、伐
採
に
あ
た
っ
て

は
再
造
林
ま
で
考
え
た
森
林
施
業
の
省
力
化
・

伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
取
組
に
つ
い
て

四
国
森
林
管
理
局　

安
芸
森
林
管
理
署

香川県

徳島県

高知県愛媛県 安芸森林管理署

2

1

魚
や な せ

梁瀬森林鉄道

魚
や な せ

梁瀬スギ
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し
た
林
分
（
伐
区
面
積
約
４
ha
、
傾
斜
約
40

度
）
を
、
群
状
の
複
層
林
（
注
２
）
に
誘
導
す
る

箇
所
に
設
定
し
、
架
線
に
よ
り
集
材
作
業
を

行
い
ま
し
た
（
写
真
３
・
４
）。
伐
区
は
、
１

本
の
主
索
で
集
材
作
業
が
行
え
る
よ
う
架
線

に
沿
っ
て
縦
長
に
設
定
し
、
集
材
作
業
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
末
木
枝
条
や
雑
木

（
小
径
広
葉
樹
）
を
荷
掛
の
際
に
で
き
る
だ

け
集
材
す
る
こ
と
で
、
地
拵
え
を
簡
略
化
す

る
と
と
も
に
、
苗
木
に
つ
い
て
は
、
裸
苗
と

比
較
し
て
植
栽
可
能
な
期
間
の
拡
大
が
期
待

で
き
る
コ
ン
テ
ナ
苗
（
注
３
）
の
ス
ギ
を
１
ha
当

た
り
２
千
本
植
栽
し
ま
し
た
。

　

集
材
し
た
末
木
枝
条
等
は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
向
け
と
し
て
販
売
し
ま
し
た
。
ま

た
、
集
材
の
合
間
に
架
線
を
活
用
し
、
シ
カ

防
護
柵
の
資
材
や
コ
ン
テ
ナ
苗
を
運
搬
し
た

た
め
、
人
力
で
全
て
を
運
ぶ
従
来
の
作
業
と

比
べ
作
業
工
程
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

一
方
、
植
付
作
業
時
に
お
い
て
、
架
線
で

搬
出
で
き
な
か
っ
た
末
木
枝
条
等
が
移
動
の

支
障
と
な
っ
た
り
、
こ
れ
ら
が
重
な
っ
て
い

る
箇
所
に
お
い
て
植
栽
し
た
苗
の
確
認
に
手

間
が
掛
か
る
等
の
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
５
）。

今
後
に
向
け
て

　

今
回
の
現
場
で
は
、
シ
カ
防
護
柵
の
資
材

や
コ
ン
テ
ナ
苗
を
架
線
で
運
ぶ
こ
と
に
よ
り

作
業
の
省
力
化
が
で
き
た
一
方
で
、
架
線
で

集
材
で
き
な
か
っ
た
末
木
枝
条
等
が
支
障
と

な
り
、
植
付
作
業
に
手
間
が
掛
か
っ
て
し
ま

う
等
の
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
の
課
題
を
検
証
し
、
真
の
省
力
化
・

省
略
化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る

た
め
、
今
年
４
月
に
現
地
検
討
会
を
開
催
し

ま
し
た
（
写
真
６
）。
検
討
会
に
は
、
高
知
県
、

林
業
事
業
体
及
び
四
国
森
林
管
理
局
職
員
等

約
90
名
が
参
加
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

  

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
取
組
は
、
今

回
、
実
際
に
作
業
を
行
っ
た
林
業
事
業
体
に

と
っ
て
も
、
伐
採
班
と
造
林
班
の
連
携
と

い
っ
た
仕
組
の
導
入
や
、
こ
れ
ま
で
常
識

だ
っ
た
や
り
方
の
見
直
し
な
ど
が
必
要
と
な

り
、
戸
惑
い
を
感
じ
る
こ
と
も
随
分
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
今
後
も
林
業
事
業
体
の
ご
意
見

も
参
考
に
す
る
中
で
、
改
善
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

（
注
１
） 

地
拵
え
と
は
、
苗
木
植
栽
の
た
め
に
伐
採
跡
地

の
残
材
・
枝
等
を
整
理
す
る
こ
と
。

（
注
２
） 

複
層
林
と
は
、
樹
齢
や
高
さ
の
異
な
る
樹
木
か

ら
構
成
さ
れ
る
森
林
の
こ
と
。

（
注
３
） 

コ
ン
テ
ナ
苗
と
は
、
育
成
孔
の
内
側
に
リ
ブ
や

細
長
い
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
る
な
ど
に
よ
り
、
水

平
方
向
の
根
巻
き
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
容

器
の
底
面
を
開
け
る
こ
と
で
垂
直
方
向
に
空
気

根
切
り
が
で
き
る
容
器
に
よ
っ
て
育
成
し
た
、

根
鉢
付
き
の
苗
の
こ
と
。

省
略
化
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、当

署
で
は
架
線
を
利
用
し
た
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
目
的

　

従
来
の
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
伐
採
・
集
材

と
植
栽
を
そ
れ
ぞ
れ
で
発
注
・
実
施
し
ま
す

が
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
で
は
伐
採
か
ら
植

栽
（
シ
カ
防
護
柵
の
設
置
を
含
む
）
ま
で
を

一
括
し
て
発
注
・
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
、
人
力
に
よ
り

実
施
し
て
い
た
地じ
ご
し
ら拵
え
（
注
１
）
や
苗
木
運
搬
に
、

伐
採
・
集
材
に
使
用
す
る
林
業
機
械
を
用
い

る
こ
と
で
、
作
業
の
省
力
化
・
省
略
化
が
期

待
で
き
ま
す
。

事
業
の
概
要

　

当
事
業
で
は
、
58
年
生
の
ス
ギ
を
主
体
と3

4

5

6

事業実行箇所

架線による集材作業

植付作業

現地検討会の様子



「
わ
た
し
の
美
し
の
森
」

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

TOPICS

03

　５月から、毎月、連載でご紹介しております、国有林のレクリエーションの森の「日本美しの森 お薦め国有林」を、
さらに多くの皆様に知っていただき、親しんでいただきたいとの思いから、今般、林野庁では「『わたしの美しの森』フォ
トコンテスト」を開催することとしました。概要は下記のとおりです。詳細については、林野庁 HP、チラシ・ポスター
をご覧下さい。皆様の御応募をお待ちしております。

● 趣旨・目的
　 観光資源としての活用が期待される「日本美しの森　お薦め国有林」をはじめとする森林・山村の魅力を伝え、これをきっかけに、
森林・山村を多くの人が訪れ、森林・山村への理解・交流が促進され、地域経済の発展に寄与し、また、人々の健康増進や、趣味・
生きがいを持った生活など、豊かな社会の実現に貢献する。
● 主催者　「わたしの美しの森」フォトコンテスト実行委員会
　 （公社）国土緑化推進機構／（一財）日本森林林業振興会／ （一財）全国山の日協議会／
　 （一社）全国森林レクリエーション協会／林野庁（国有林野総合利用推進室）
● 募集部門
　 景観部門：森の／森からの絶景・風景を撮影したもの
　 生命部門：森で育まれる生命・動植物の営みを撮影したもの
　 体験部門：森での体験・活動・発見を撮影したもの
● 募集期間
　 平成 29 年 12 月 11 日（月）～平成 30 年２月 13 日（火）
● 応募資格・作品数等
　 ・プロ・アマ問わず（一人１部門１点。最大３点まで）。
　 ・2014 年以降であれば、撮影時期は問わず。未発表の作品に限る。
● 審査方法
　 各審査員による事前審査を経て、平成 30 年３月６日の（予定）の審査会にて各賞決定。入賞作品については、３月 28 日（水）
のに表彰式にて発表するとともに、林野庁 HP 等でも紹介。
● 審査員
　 米美知子氏（写真家）、福田幸広氏（写真家）、林野庁長官、実行委員会委員、各森林管理局長
● 表彰
　 最優秀賞（１点）＝ 林野庁長官賞、優秀賞（１点）＝ 実行委員長賞（審査員特別賞）、各部門優秀賞（３点以上）、
　 佳作（１点以上）、地域別優秀賞（７点）＝ 森林管理局長賞

秋の菊池渓谷天狗滝（熊本県菊池市）

新緑のポロト湖（北海道白老町） レンゲツツジと野反湖（群馬県中之条町）

初夏の石鎚山（愛媛県西条市・久万高原町）
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
森
林
×
企
業
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
て
司
会
を
務
め
ま
し
た

　
こ
ん
に
ち
は
！
み
ど
り
の
女
神 

野
中 

で
す
。

　
世
界
を
変
え
る
た
め
の
17
の
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
貧
困
の
国
を
な
く
し
持
続
可
能
な
未

来
を
目
指
し
て
い
く
も
の
で
す
。
…
な
ん
て
書
く
と
、
な

ん
だ
か
自
分
か
ら
遠
い
話
み
た
い
で
す
が
、
実
は
み
ど
り

の
女
神
の
活
動
に
も
大
き
く
関
わ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
わ
た
し
達
一
人
ひ
と
り
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、森
林
の
癒
し
や
温
も
り
か
ら
、

木
材
の
利
用
、
林
業
の
活
性
化
に
ど
う
や
っ
て
よ
り
良

く
繋
げ
て
い
く
か
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
森
林
は
、

木
材
利
用
だ
け
で
な
く
、
癒
し
の
効
果
や
、
空
気
も
き

れ
い
に
し
て
く
れ
ま
す
。
豊
か
な
き
れ
い
な
水
の
恵
み

も
森
林
か
ら
で
す
。
生
物
多
様
性
の
保
全
や
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
も
貢
献
し
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
大

切
な
存
在
で
す
。

　
こ
の
先
も
森
林
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
社
会
を
作

る
こ
と
は
、
目
の
前
の
森
だ
け
で
は
な
く
、
全
世
界
に

と
っ
て
大
事
な
取
組
で
す
。

　
大
き
な
世
界
の
た
め
に
、
小
さ
な
草
の
根
の
私
た
ち

の
意
識
や
行
動
か
ら
変
え
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
こ
そ
が
私
の
、
私
達
の
課
題
な
ん
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
私
達
一
人
ひ
と
り
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
係
が

あ
っ
て
、
解
決
の
た
め
に
出
来
る
事
が
あ
る
ん
だ
と
わ

か
る
機
会
で
し
た
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：「Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals

（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）」
の
略
称
。

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ

ト
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、
国
連

加
盟
１
９
３
ヵ
国
が
２
０
１
６
年

～
２
０
３
０
年
の
15
年
間
で
達
成

す
る
た
め
に
掲
げ
た
目
標
。

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た

　

神
奈
川
県
で
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｍ
Ｉ 

in 

小
田
原
に
出
演
し

ま
し
た
。
毎
回
、
会
場
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
の
方
が
詰
め
か
け
ま
す
。
タ
レ
ン
ト

や
ア
イ
ド
ル
の
方
が
、
実
際
に
森
に
入
り
体
験
し
た
お
話
や
、
林
業
ト
ー
ク
な
ど

で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
事
は
と
て
も
発
信
力
が
あ
り
、
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
り
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
今
月
は
、
木
づ
か
い
推
進
月
間
で
す
。
埼
玉
県
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
三
度
訪
れ
ま
し
た
！

　
お
ま
つ
り
で
は
埼
玉
県
の
木
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び
と
学
び
の
ブ
ー
ス
が
沢
山

あ
る
中
、
子
ど
も
達
が
元
気
い
っ
ぱ
い
会
場
を
駆
け
回
っ
て
い
て
、
伸
び
伸
び
と

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
木
の
温
か
み
や
良
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が

と
て
も
印
象
的
で
、
私
や
そ
こ
に
い
る
大
人
全
員
が
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

木
に
関
わ
る
地
域
の
方
々
の
努
力
が
、
子
供
達
の
将
来
の
森
林
に
対
す
る
思
い

や
愛
情
、
関
わ
り
方
に
繋
が
っ
て
い
く
気
が
し
ま
し
た
。

　

木
づ
か
い
と
言
え
ば
11
月
25
日
に
は
、
今
年
の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
が
公
表
さ

れ
ま
す
。

　

受
賞
作
品
は
12
月
の
エ
コ
プ
ロ
展
で
展
示
・
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
私
も
ど
ん
な

作
品
が
あ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！
皆
さ
ん
に
も
会
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
！
エ
コ
プ
ロ
に
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

みどりの
女神が行く！

福島県生まれ、
千葉県育ち。
趣味は音楽鑑賞と
お散歩

野
の

中
なか

　葵
あおい

SDGs シンポジウム会場の様子

シンポジウムでは司会を務めました

木とのふれあいまつり　会場で子ども達と
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